
第６学年 算数科学習指導案

日 時 平成２１年１１月１２日（木）５校時

学 級 ６年３組男１５名女１７名計３２名

授業者 佐藤 克洋

１ 単元名「立体のかさの表し方を考えよう」（新しい算数 東京書籍 ６年下 ｐ２０～ｐ３１）

２ 単元について

(1) 教材について

本単元は学習指導要領の内容Ｂ（２）「体積の意味について理解し、簡単な場合について、体積

を求めることができるようにする。」を受けて設定したものであるが、新学習指導要領では、第５

学年に移行される内容（平成２２年度より先行実施）である。また、本単元の学習は、新学習指

導要領第６学年の「角柱及び円柱の体積の求め方」の学習へと発展する。

量と測定の学習では、これまでに第３学年でかさの概念やかさの単位の相互関係を学習してい

る。また、第４学年では面積の概念や求め方、面積の単位の相互関係などを学習し、さらに第５

学年では平行四辺形や三角形、台形などの面積の求め方についても学習している。そして、前単

元では立体図形の基本的な形として直方体、立方体の概念や性質などを学習してきた。

本単元では、水のかさや面積の場合と同様に、１㎤などの単位とする大きさをもとにして直方

体と立方体のかさを求めることから体積の概念を理解させ、体積を測定する能力を伸ばすことを

ねらいとしている。そのために面積などの既習の学習と関連づけを図りながら考え方を構築する

とともに、実感の伴った学習を展開することが大切である。また、本単元においては、いろいろ

な体積の単位やその相互関係について理解させたり、概形によっておよその体積を求めることが

できるようにしたりすることも大切である。

(2) 子どもについて

５年生で平行四辺形や三角形の面積の求め方を学習した際、自分なりに図形を変形しながら考

えることや友達の考えのよさを認めるなど、算数に対する学習意欲があり頑張ろうとする姿勢が

見られる。前単元の「立体を調べよう」では、立体の特徴や見取図の美しさ・展開図の便利さに

感心し、立体図形に関する知識の幅を広げている。

また、授業の中で友達の考えを見て説明する活動を取り入れることによって、その考えをより

深く見ようとする姿勢が育つとともに、そこへペア学習やグループ学習を組み込むことで話し合

いの視点が明確になり、解決していこうとする意識も高まってきている。算数が苦手な児童もい

るが、みんなで授業を作っていこうとする思いを大切にしながら取り組ませていきたい。

本単元にかかわるレディネステストの結果は、次の通りである。

問題の内容 正答率

１ 面積の概念 ６３％

２ 面積の求め方や表し方 ９３％

３
長方形の面積 式

答

９７％

９３％

４
正方形の面積 式

答

９３％

９３％

５

複合図形の面積（１）Ｌ型

（２）Ｔ型

（３）Ｃ型

式

答

式

答

式

答

７７％

７７％

７３％

７３％

６７％

６７％

６
直方体の体積の概念 式

答

５７％

５７％



テストの結果をみると、簡単な正方形や長方形の面積を求めることはできているが、基礎とな

る面積の概念や複合図形の面積の求め方については定着が不十分であることがわかる。また、複

合図形の面積の求め方を個々にみると、求める図形に合わせて分ける方法と補う方法を使い分け

た児童は、全体の１０％しかおらず、問題を手際よく解決するために適切な方法を選択すること

ができていない児童が多いこともわかる。さらに、誤答を見てみると、補助線を引いて考えてい

ないために、必要な数値を適切に選択して式を書くことができない児童も見られた。

(3) 指導について

体積の考え方は、基準となる単位の大きさを決め、次にその単位が何個分あるかで表そうとす

るなど、面積の考え方と同じである。そこで、単元全体を通して面積での学習を想起させながら、

児童自らかさの表し方に気付いたり体積を求める公式を作り出したりできるように学習を進める

ことで、既習事項を活用して考えるよさを感じさせるとともに、思考力・表現力を育てていきた

いと考える。また、面積の学習と体積の学習を比較しながら学習を進めることで面積の概念につ

いての理解も確実にしたい。

本単元は、「もののかさの表し方」「いろいろな体積の単位」の２小単元からなっている。

第１小単元では、体積の概念と単位、直方体と立方体の体積の公式、複合図形の体積、高さと

体積の関係を扱う。体積は３次元であるが、２次元の面積と混同するなどの困難も予想される。

そこで、空間的なイメージをはっきりもてるように立方体の積み木や立体模型を使った算数的活

動にも十分に取り組ませることで、体積の概念を理解しやすくしていきたい。また、レディネス

テストの結果も踏まえ、条件不足や条件過多の場面を意図的に設定し体積を求めるために必要な

数値を適切に選択する力を付け、単に公式に当てはめて機械的に体積を求めることのないように

留意したい。

「複合図形の体積の求め方」においては、補助線を引いて求め方を考えたり、図と式を結びつ

けて説明したりする活動を大切にしたい。その際、式から求め方を考えさせる「式を読む活動」

を取り入れ、式の意味についての理解も深めていきたい。また、複合図形の体積の求め方は複数

あるが、求める図形に照らし合わせてそれぞれの考えのよさに気付かせることで、手際よく解決

するために適切な方法を選択することができるようにさせたい。

第２小単元では、いろいろな体積の単位とおよその体積の求め方について扱う。いろいろな体

積の単位や単位の相互関係の理解においても、実際に１立方メートルの立方体を作ったり、１㎤

の立方体の積み木を積んで１リットルますと同じ立方体を作ったり、具体物で確認したりして、

大きさを視覚的、体験的にとらえさせ、体積の量感を育てていきたい。

評価については、具体の評価規準を教師が見取ることができる具体的な児童の姿で設定し、見

取っていきたい。そうすることで、児童の学習状況を把握しやすくなるとともに、それに合わせ

た手立ても明確になり、単元全体を通して目標にせまることができると考える。特にも、具体の

評価規準Ｂは授業中にできるだけ全員見取る工夫をしたい。授業中に見取ることができない場合

は、ノートや学習シートなど後から評価できるものが残るような工夫をし、指導と評価の一体化

を図りたい。



３ 指導の系統と単元の教材構造

（１）指導の系統

第３学年 第６学年 中学

⑨直方体と立方体
・直方体、立方体の概念と性質
・見取図の意味
・直方体、立方体の展開図
・直方体の辺や面の位置関係
・角柱、円柱の概念と性質

本単元 体積のはかり方と表し方
・体積の概念
・体積の単位(㎤,㎥)と単位の相互関係
・直方体、立方体の体積の求め方と公
式
・体積の概測

⑮箱の形
・直方体、立方体の概念
・直方体、立方体の面、辺、頂点の関係の
考察
・展開図の素地

⑬面積のはかり方と表し方
・面積の概念
・面積の単位(㎠,㎡,㎢)と単位の相互関係
・面積の求め方と公式

空間図形（１年）
・柱体、錐体の体積

④水のかさのはかり方と表し方
・かさの概念と測定
・かさの単位(dl,l,ml)と単位の相互関係

第４学年

（２）単元の構造

体積の概念と体積を表

す単位（㎤）

直方体、立方体の体積

を求める公式

複合図形の体積の求め

方

辺の長さが小数の場合

の体積の求め方

第１・２時

体積を表す単位（㎥）

具体物のおよその面

積

直方体の高さと体積の

関係

第３・４時

第５時（本時）

第８時

第７時

第６時

第９時

４年

複合図形の面積



４ 単元の目標

（１）主目標

体積の概念や測定及びその単位について理解し、直方体や立方体の体積を求めることができる。

（２）観点別目標

〈関心・意欲・態度〉

・身の回りにあるものの体積に関心をもち、それらの体積を求めようとする。

〈数学的な考え方〉

・体積についても長さや面積などの場合と同じように、単位の大きさを決めてそのいくつ分とし

て数値化して考える。

〈表現・処理〉

・公式を用いて直方体、立方体の体積や容積を求めることができる。

〈知識・理解〉

・ 体積の単位や直方体、立方体の体積を求める公式を理解する。

５ 単元の指導計画と評価規準

（１）単元の指導計画

単元名 「立体のかさの表し方を考えよう」 １２時間

小単元 時数 学習内容

１．もののかさの表し方 ２ ・体積の概念と体積を表す単位（㎤）

２ ・直方体、立方体の体積を求める公式

１（本時） ・複合図形の体積の求め方

１ ・直方体の高さと体積の関係

２．いろいろな体積の単位 １ ・体積を表す単位（㎥）

・１㎥＝１００００００㎤の関係

１ ・辺の長さが小数の場合の体積の求め方

・１ℓ＝１０００㎤の関係

１ ・具体物のおよその体積の求め方

・複雑な形の体積の求め方

まとめ １ ・力をつけよう

１ ・たしかめよう

１ ・おもしろ問題にチャレンジ

（２）評価計画

小
単
元

時

間
目 標

主な評価場面

〈評価方法〉
評価規準

具体の評価規準 努力を要すると判断され

た児童への主な手立て十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ）

も
の
の
か
さ
の
表
し
方

１

直方体や立方

体の体積を比べ

る方法を考える

ことができる。

３つの立体の中

で一番大きな立体

を考える。

（ノート・発言）

身の回りのいろい

ろなものの体積に興

味をもち、比べようと

している。

【関心・意欲・態度】

一番大きい立体がど

れか考え、気付いたこと

や疑問に思ったことを

ノートに書き、発表して

いる。

一番大きい立体が

どれか考え、気付いた

ことや疑問に思った

ことをノートに書い

ている。

教科書Ｐ２１の３人

の吹き出しの続きを

考えて書くようにさ

せる。

直方体や立方体

のかさの大きさを

考える。

〈ノート・観

察・発言〉

面積と同じように

単位の大きさを決め、

体積の比べ方を考え

ている。

【数学的な考え方】

単位の大きさを決め、

そのいくつ分で数値化

すればよいことを、面積

の学習と結びつけて説

明できる。

単位の大きさを決

め、そのいくつ分で数

値化すればよいこと

に気付いている。

Ｐ２０のプロロー

グでかさを比べるこ

とができた理由を振

り返る。

２

体積の意味や、

体積を表す単位

「立方センチメ

ートル（㎤）」を

理解する。

適用問題に取り

組む。

〈ノート・発言〉

体積の意味や、体積

を表す単位「立方セン

チメートル（㎤）」を

理解している。

【知識・理解】

「（㎤）」を用いて体積

を表したり、「（㎤）」で

表された体積を読んだ

りするとともに「（㎤）」

で表された体積の意味

を、説明できる。

「（㎤）」を用いて体積

を表したり、「（㎤）」

で表された体積を読

んだりすることがで

きる。

１㎤の立方体を積

み上げていき、求め

る立体の体積が立方

体の何個分かを数え

させる。



小
単
元

時

間
目 標

主な評価場面

〈評価方法〉
評価規準

具体の評価規準 努力を要すると判断された

児童への主な手立て十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ）

も
の
の
か
さ
の
表
し
方

３

直方体、立方体

の体積を求める公

式を理解する。

直方体や立方体

の体積を求める式

を考える。

〈ノート・観察・

発言〉

体積の公式の意味に

ついて説明すること

ができる。

【数学的な考え方】

直方体の体積を計算

で求め、そのわけを説

明するとともに、直方

体の体積の公式を作る

ことができる。

直方体の体積を計算

で求め、そのわけを説

明することができる。

１㎤の立方体を手早

く数える方法として、

縦・横・高さをかければ

よいことを、図や模型を

用いて気付かせる。

４

直方体、立方体

の体積の公式を用

い、直方体、立方

体の体積を求める

ことができる。

適用問題に取り

組む。

〈ノート〉

体積の公式を使っ

て直方体、立方体の

体積を求めることが

できる。

【表現・処理】

直方体の展開図から

体積の公式を使って直

方体の体積を求めるこ

とができる。

体積の公式を使って

直方体、立方体の体積

を求めることができ

る。

１㎤の立方体を手早

く数える方法として公

式が導き出されたこと

を思い出させる。

５
（
本
時
）

複合図形の体積

の求め方を考える

ことができる。

複合図形の体積

の求め方を考え

る。

〈ノート・観察・

発言〉

複合図形の体積

を、分割したり補っ

たりして求める方法

を考えている

【数学的な考え方】

複合図形の体積を分

割したり補ったりし

て、より手際よく求め

られる方法を考えてい

る。

直方体の体積の求め

方に帰着し、複合図形

を分割したり補ったり

して体積を求めている

補助線を引くことで、直

方体や立方体にわけて

考えられることに気付

かせる。

６

直方体の高さと

体積の関係を理解

する。

高さと体積をま

とめた表をもとに

説明する。。

〈ノート・観察〉

直方体の高さを 2

倍、3倍、…にすると、

体積も2倍、3倍、…

になることを理解し

ている。

【知識・理解】

直方体の高さや、横

の長さ、縦の長さを 2

倍、3倍、…にすると、

体積も 2 倍、3 倍、…

になることを図で説明

できる。

直方体の高さを2倍、

3倍、…にすると、体積

も 2 倍、3 倍、…にな

ることを図で説明でき

る。

実際に直方体を２つ、

３つと積み重ねながら

高さと体積の関係をと

らえさせる。

い
ろ
い
ろ
な
体
積
の
単
位

7

体積を表す単位

「立方メートル

（㎥）」を理解す

る。

大きなものの体

積の表し方を考え

る。

（ノート・観察・

発言）

既習の単位をもと

に、新しい単位の必

要性に気付いている

【数学的な考え方】

大きな直方体の体積

は、１辺が１ｍの立方

体を単位にすればよい

と言える。

大きな直方体の体積を

表すときには、新しい

単位が必要だと言え

る。

長さや重さ、時間単位を

想起させ、新しい単位の

必要性に気付かせる。

１辺が１ｍの立方体を

単位として考えること

を図や模型を用いてと

らえさせる。

新しい単位関係

について考える。

〈ノート・観察・

発言〉

既習の単位関係の

理解をもとにして、

新しい単位関係につ

いて理解している

【知識・理解】

１㎥は1000000㎤であ

ることを説明できる。

１㎤が、縦、横、高さ

に１００個、１００列、

１００段あることを図

を用いて視覚的にとら

えさせる

8

体積は辺の長さが小数

の場合でも公式が適用で

きることを理解する。

適用問題に取り

組む。

〈ノート〉

辺の長さが小数で

も、公式を適用して

体積を求めることが

できる【表現・処理】

㎤で求めた体積を㎥に

㎥で求めた体積を㎤に

換算し、比較すること

ができる。

辺の長さが小数で

も、公式を適用して体

積を求めることができ

る。

小数点に気をつけ縦

×横の積に、高さをか

けて計算させる。

１ℓ＝１０００㎤の関

係を理解する。

１ℓますに入る水

の体積を求める。

（ノート・観察・

発言）

１ℓ＝１０００㎤で

あることを理解して

いる。

【知識・理解】

１ℓ＝１０００㎤であ

ることを説明できる。

１ℓは１辺が１０ｃｍの

立方体の体積であるこ

とを図で想起させる

9

具体物を概形で

とらえて、およそ

の体積を求めるこ

とができる。

適用問題に取り

組む。

〈ノート〉

具体物を概形でとらえて

直方体や立方体と見るこ

とによって、およその体

積を求めることができ

る。【表現・処理】

適用問題以外に、身

の回りも物のおよその

体積も求めることがで

きる。

具体物を概形でとら

えて直方体や立方体と

見ることによって、お

よその体積を求めるこ

とができる。

具体物を直方体や立

方体と見ることによっ

て、公式で求められるこ

とに気付かせる。辺の長

さを整数で表すように

させる。

ま
と
め

１０

学習内容を確実に

身に付ける。

「力をつけよ

う」の問題に取り

組む。

〈ノート〉

基本的な学習内容

について理解してい

る。

【表現・処理】

学習内容を正しく用

いて、問題をすばやく

正確に解決することが

できる。

学習内容を正しく用

いて、問題を解決する

ことができる。

１１

学習内容の理解を

確認する

「たしかめよう」

の問題に取り組

む。

〈ノート〉

基本的な学習内容

について理解してい

る。

【知識・理解】

Ｐ３１の問題の□に

当てはまる数や単位を

正しく答えることがで

きる。

１２

学習内容の理解

を深め、算数への

興味を広げること

ができる。

複雑な形のもの

の体積を工夫して

はかる問題に取り

組む

〈ノート・観察〉

複雑な形のものの

体積を工夫してはか

ろうとしている

【関心・意欲・態度】

図や言葉を用いて考

え方をわかりやすく表

現しながら答えを求め

ている

教科書の文や絵を参

考にして答えを求めて

いる。

（正答出なくても可）

水に沈めて増えた分の水

のかさが、複雑なものの体

積であることを、直方体を

用いて確かめる。



６ 本時の指導について

（１）本時の目標

複合図形の体積の求め方を考えることができる。

（２）本時の評価規準

評価規準
具体の評価規準 Ｃ 努力を要すると判断され

た児童への手立て十分満足できる Ａ 概ね満足できる Ｂ

複合図形の体積を、

分割したり補ったり

して求める方法を考

えている。

【数学的な考え方】

複合図形の体積を分割

したり補ったりして、よ

り手際よく求められる

方法を考えている。

既習の直方体の体積

の求め方に帰着し、複

合図形を分割したり

補ったりして体積を

求めている。

複合図形を分割したり

補ったりすることで直

方体や立方体として考

えられないか（補助線

の活用）

必要な数値がどこか

（必要な数値の確認）

つまずきに応じて支援

する。

（３）本時の指導について

「とらえる」段階では、形の違う複合図形の大きさを比べるという問題提示をすることで、児

童の学習意欲と体積を求めなければ比べることができないという必要感をもたせる。また、複合

図形に数値を入れないで提示したり、逆に必要以上の数値を提示したりすることで情報の分類整

理・選択する場面を設ける。さらに、これまでに学習した複合図形の面積を分割する方法や補う

方法、前時に学習した直方体や立方体の体積を求める公式を既習事項としながら見通しをもたせ、

課題解決に取り組ませていく。

「たしかめる」段階では、根拠をはっきりさせることを意識させながら自分の考えをもたせる

とともに、式だけからどのように考えたのかを問う発問を用意し、児童の思考に負荷をかけるこ

とで考える力をつけたい。また、その活動を通して友達の考えに触れることで、多様な考えがで

きるようにしていきたい。

「まとめる」段階では、適用問題を用いて児童の考えを評価するとともに、図形により解決方

法を選択して活用できるよさについて実感させたい。

（４）本時の学習における思考・表現の場

思考・表現する場 活用する考え 児童の意識

１

複合図形の体積を求め

るのに必要な長さを確

かめる。

直方体の体積＝縦×横×高さ

【直方体の体積公式の活用】

これだけだと体積がも

とめられない。

【学級全体】

２

複合図形を分割したり、

補ったりして考える。

複合図形の面積の求め方

【４年複合面積の求め方の活用】

どう分ければできるだ

ろう。

【自力解決】

３

自分の考えを図や式を

使って表している。

補助線

図と式の関連性の表し方

【これまでの算数学習の活用】

考えをわかりやすく表したい。

他に解く方法はないか。

【自力解決】

４

式だけから何をしてい

るかを考え、説明する。

直方体の体積＝縦×横×高さ

複合図形の分け方

【式を読む学習活動の活用】

この式は、どんな考えで

求めた式なのだろう。

【ペア学習】

５

適応問題を解く。 どの方法でも求められるが、補う方法を

使った方がはやく解ける。

【本時で習得した考え方の活用】

どの考え方が簡単にで

きるだろう。

【自力解決】

（Ａの状況例）

・補助線 ・必要な数値の選択

・２つ以上の方法で解決

・適応問題での解決方法の選択

（Ｂの状況例）

・補助線

・必要な数値の選択

・一つの方法で解決



（５）本時の展開

段階 学習内容・学習活動 教師の支援・留意点 評価・備考

と
ら
え
る

１ 問題を把握する。

２ 課題を把握する。

３ 見通しをもつ。

・面積で似たような勉強をした。

・切って考える。

・足りない部分をあると考える。

・カステラを提示し、導入段階での児

童の興味と問題を解く必要感をもた

せる。

・初めは長さを提示せず、問題を解く

ために必要な長さを考えさせ、確認

していく。

・大きさを比べるためには体積を求め

る必要があるが、これまでに学習し

た形ではないことから、複雑な形の

体積を求めていくという課題を設定

する。

・直方体をつくることで既習の学習が

生かせることや、面積での学習を想

起させその考え方が有効であること

を確認し、これまでの学習をつなげ

ていく。

・カステラ

・立体模型

・直方体の

体積公式

・面積の分

け方

た
し
か
め
る

ひ
と
り
学
び

４ 自力解決をする。

・教科書Ｐ２５問題の図形

Ａ 図形を縦に切って２つの直方体

に分けて求める。

８×４×６＋８×６×４

３８４㎤

Ｂ 図形を横に切って２つの直方体

に分けて求める。

８×４×２＋８×１０×４

３８４㎤

Ｃ 大きな直方体であると見て、そ

こから実際にない部分を引いて求

める。

８×１０×６－８×６×２

３８４㎤

・数値の全て入ったプリントを用意し

計算させる。

・図形に補助線や記号・言葉などを使

い、式との関係をできるだけわかり

やすく書き込ませる。

・式は分けたものでも、一つにまとめ

たものでも、どちらでもよしとする。

・考えが思いつかない児童には、複合

図形の面積の求め方を思い出させた

り、立体模型を用いて分割させてみ

たりして支援していく。

・一つの方法でできた児童は他の方法

も考えさせる。

・図形プリ

ント

・立体模型

でこぼこした形の体積の求め方

を考えよう。

どちらの体積が大きいでしょうか？
１ 日常事象の数理化

２ 条件不足の場の設定

３ 課題意識の明確化と見通し

４ 活用する既習の明確化

５ 条件過多の場の設定

６ 表現方法の組み合わせ

７ 一人で多様な考え

授業改善のポイント



た
し
か
め
る

と
も
学
び

５ 集団解決をする。

・考えた方法を発表する。

・友達の考えた式を見て、どのよう

に考えたのか、説明する。

・教師が考えた式を提示する。

８×１２×４

・縦に切った方法Ａから始め、図の分

け方と数値を意識させ説明させるよ

うにする。

・横に切った方法Ｂは式だけを発表さ

せ教師が板書し、式を読む活動に取

り組ませる。

・Ｃの方法は初め隣同士でその式の意

味を考え説明し合わせ、その後全体

で確認していく。

・形を変形させる方法が出ない場合は

教師から式を提示し、考えさせる。

・積み木を用いて、大きさの違いを実

感させる。

図形の紙

板書

積み木の

模型

ま
と
め
る

６ まとめる。

７ 適用問題を解く。

・学習プリント裏面

①

② ③

８ 学習を振り返る。

・本時の自己評価と感想を聞く。

・自分が考えられなかった方法の考えを

書くように指示をする。

・面積と同じように分けたり付け足し

たりして直方体にすることによって

求めることができることをおさえ、

補助線の入った図形をまとめとして

囲わせる。

・自分で求める方法を選択させ、どの

方法でも答えが同じになることを確

認するとともに、定着状況も確認す

る。

・解き方を工夫することにより、問題

を解きやすい方法があることを実感

させる。

・時間がない場合は補助線だけを引か

せ、なぜそう引いたかを確認する。

・今日学習した内容のよさが実感でき

た感想を発表させる。

（６）板書計画

どちらの体積が大きいでしょうか？

直方体＝縦×横×高さ

８×１１×４＝３５２

答え３５２㎤

でこぼこした形の体積の求め方を

考えよう。

〈見通し〉面積の学習がいかせそう

・分けて考える。

・補って考える。

【縦に分けて】

８×４×６＝１９２

８×６×４＝１９２

１９２＋１９２＝３８４

【横に分けて】

８×４×２＝６４

８×１０×４＝３２０

６４＋３２０＝３８４

【付けたして】

８×１０×６＝４８０

８×６×２＝９６

４８０－９６＝３８４

【動かして】

８×１２×４

＝３８４

問題

９ 他者の考えを書く

１０ 活用したよさと知識の体系化

１１ 学習したことの価値の実感

８ 他者の考えを読む、式を読む、結果から過程を読む

【分けて】 【付けたして】


